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毎年増加するタイヤトラブルがテーマ 
ＪＡＦのロードサービス救援技術の競技会を開催

ＪＡＦ（一般社団法人 日本自動車連盟）中部本部（本部長 山口真史）は、７月１３日（水）、Ｊ

ＡＦ石川支部（石川県金沢市新保本）にてタイヤトラブル作業技術を競う中部本部大会を開催します。 

◆開催の目的 

ＪＡＦ社内では、この大会を「ＪＡＦリンピック」と称し、ＪＡＦのロードサービス隊員が安全・

安心・迅速な作業を競い、全国どこでも均質で高品質なサービスをお客様に提供できるよう、知識・

技術の向上を目的として開催します。 

◆タイヤトラブル作業技術をテーマとした背景 

２０２１年度全国のロードサービス出動理由で「タイヤトラブル（パンク、バースト、エアー圧不

足）」は出動件数の構成比が一般道路では１８％、高速道路においては３８％と一般道路の２倍の出動

となっています。 

 このタイヤトラブルについては一般道路、高速道路ともに年々増加傾向にあり、５年前と比較し約

３８，０００件も増加しています。 

ＪＡＦでは、タイヤトラブルへの対応としてスペアタイヤへの交換、エアー補充、タイヤの応急修

理（修理可能な場合のみ）をおこないます。最近はスペアタイヤを積んでいない車も多く、今後も救

援要請の増加が見込まれるため今回の競技会のテーマとしました。 

◆競技会の内容 

競技には、中部７支部（富山・石川・福井・岐阜・静岡・愛知・三重）の各支部から、２０２０年

度上半期にお客様から感謝の手紙をいただくなど、接客力、技術力に優れた隊員８名が６種類の競技

に挑み、その合計点数が高い者が優勝です。 

【競技内容】 

①タイヤ交換作業

ギア・パーキングの確認、輪止め設置、タイヤ交換まで一連作業の

時間を競う。 

②パンク応急修理

異物の大きさや角度の見極め、修理後の処理など多くの作業工程に

ついて、時間、正確さ、仕上がりで競う。 

順位 順位
1 1
2 2
3 3

タイヤのパンク、バースト、エアー圧不足（38％）
燃料切れ（12％）
事故（8％）

過放電バッテリー（35％）
タイヤのパンク、バースト、エアー圧不足（18％）

落輪・落込み（8％）

JAFロードサービス出動理由TOP3（2021年4月～2022年3月：道路別）
一般道路（四輪） 高速道路（四輪）

出動理由 出動理由
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③トルクチャレンジ

様々なトルク値（※１）に対して、電動インパクトレンチなど（※２）

で決められたトルク値になるよう締め付けをおこなう。感覚の確実性

を高め作業時間の短縮につなげる。 

※１トルクとは物体を回転させる力のこと。ねじで例えると、締め付けトルクが

小さすぎるとねじがゆるみ、締め付けトルクが大きすぎるとねじが破損する危険

がある。 

※２インパクトレンチはナットを回す工具のこと。

④タイヤチェーン装脱着タイムアタック

作業手順と時間を競い、危険な路上滞在時間を減らし安全につなげる。  

⑤工具・資機材点検タイムアタック

車両に搭載された工具や資機材の異常を早期に発見することで事故 

を未然に防ぎ、安全・安心な作業につなげる。

⑥タイヤに係る学科問題 

業務に必要なノウハウや、作業に関する専門的な知識を競う。 

■日   時  ７月１３日（水）９：１５～１３：２０ 

■場   所  ＪＡＦ石川支部（石川県金沢市新保本４-８） 

■そ の 他  新型コロナウィルスに対する国・地方自治体の状況により、延期もしくは

中止させていただく場合があります。
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【報道機関からのお問合せ】 

ＪＡＦ愛知支部事業課  担当：杉山、武藤 

TEL ： 052-872-3867（平日 10：00～17：00）Mail ： aichi-koho@o3.jaf.or.jp

ＪＡＦ（ジャフ）リンピック 実施概要 


